
汚水処理の普及

様々なインフラの中でも特に地域間格差が大きいのが下水道

下水道が使用できるかできないかは、有か無かの問題であり、早急な普及の促進が必要

整備目標 下水道処理人口普及率：68%(H16)→72%(H19) 汚水処理人口普及率：79%(H16)→86%(H19)

都道府県別下水道普及率

※集合処理（下水道、農業集落排水事業）と個別処理（合併処理浄化槽）の一人当たり
コスト比較においては、地域の特性等によって定まる均衡点が存在
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コスト比較の概念図 （コスト比較では建設費と維持管理費のﾄｰﾀﾙで考えることが必要）
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都市規模別下水道普及率
（平成１6年度末）
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